
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０２

挑戦的萌芽研究

2013～2011

現代社会とコミュニティダンスーコミュニケーション教育への応用可能性ー

Community dance in the contemporary society

４０５８３２８２研究者番号：

岩澤　孝子（Iwasawa, Takako）

北海道教育大学・教育学部・准教授

研究期間：

２３６５０３６９

平成 年 月 日現在２６   ６ １１

円     2,500,000 、（間接経費） 円       750,000

研究成果の概要（和文）：だれもが参加できる「コミュニティダンス」は地域の再生や活性化、家族や学校内でのコミ
ュニケーション能力の低下、マイノリティ問題、多文化共生、高齢化社会、障がいなど現代の我々を取り巻く様々な問
題を解決するきっかけになるとして注目されている。本研究によって、この新しいダンス形態である「コミュニティダ
ンス」の実態をその社会的有用性という観点から、国内外の実践事例の調査をもとに明らかにした。そして、今後日本
で需要が増すと予想されるコミュニティダンスの担い手であるファシリテーターの対象としたダンスワークショップの
方法論、ファシリテーションのあり方をまとめたハンドブックを作成した。

研究成果の概要（英文）：A new dance form, Community dance, has recently been more popular in the contempor
ary society.  It's partly because Community Dance is said to be able to resolve social issues, such as, le
ss communication skill in school and/or family, community, minority, disability, aging and multi-ethinic i
ssue and so forth.  
In this study I explored some questions through mainly participatory observation: what is community dance,
 why we need community dance, and how we can facilitate/practice community dance workshop.  Finally I publ
ished a handbook for training people who want to be facilitators of the community dance workshop. 
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１．研究開始当初の背景 

生涯教育や地域活性化を目的としたコミュ

ニティアート、その一形態であるコミュニテ

ィダンスは、あらゆる人が参加できること、

そして、身体を媒介としたダンスというコミ

ュニケーションツールによって新しいコミ

ュニティ（人と人とのつながり）が形成され

ることに大きな特徴がある。それ故、地域の

再生や活性化、家族や学校内でのコミュニケ

ーション能力の低下、マイノリティ問題、多

文化共生、高齢化社会、障がいなど現代の

我々を取り巻く様々な問題を解決するきっ

かけとして注目されはじめている。 

しかしながら、コミュニティダンスは、少な

くとも日本において、その実践が各地で動き

出したばかりであり、個々の事例紹介は認め

られるが、その方法論についての包括的な研

究は進んでいないという状況にある。 

 

２．研究の目的 

国内外におけるコミュニティダンスの実態

を調査し、その傾向と内容を分析すること、

さらには、コミュニケーション教育への応用

可能性を検討することが本研究の目的であ

る。コミュニケーション教育への応用可能性

の一つの答えとして、学校教育に限定されな

い、社会・生涯教育、福祉など多様な場面に

応用可能なコミュニティダンスの特徴を活

かしたダンスワークショップのモデルを提

示したいと考える。これは、将来需要が増え

ると想像されるコミュニティダンスのファ

シリテーターを目指す人々を対象としたダ

ンスワークショップ・ハンドブックの作成に

よって結実するが、作成に際しては、本研究

の中でも、特に実践研究の成果を踏まえたい。 

 

３．研究の方法 

(１)コミュニティダンスのワークショップ

を如何して実践するか、その方法論を模索す

るために、主として札幌市においてダンスワ

ークショップの企画、実践に携わり、実践研

究をおこなった。実践研究を通じて、ダンス

ワークショップの企画、実践、分析、参加者

への聞き取り調査、アンケート調査、検証作

業などを実施した。 

(２)その他、国内外におけるコミュニティダ

ンスの実態を明らかにするために、フィール

ドワークを実施した。ここでは、文献収集と

先行研究の分析、ダンスワークショップの事

例研究、参与観察（もしくは観察）、聞き取

り調査などの方法を用いて、実施した。 

(３)フィールドワークの訪問先と調査概要

は以下の通りである。 

＜国内＞ 

① 札幌市:札幌市教育文化会館を拠点とし

て活動している「教文コミュニティダンス

部」の活動を継続的に調査した（ファシリテ

ーターの一人として関わる） 

② 北広島市：北広島市教育文化ホールで実

施されたダンス事業「子どもも大人もワーク

ショップ」の調査。同ホールは、「公共ホー

ル現代ダンス活性化支援事業（通称：ダン

活）」の助成をうけてダンス事業を実施して

おり、コミュニティダンスの日本における広

がりの一つのケースとしてダン活の実態を

関係者への聞き取り調査を通じて行った。 

③ 静岡市：静岡市民文化会館で実施された

静岡コミュニティダンスプロジェクトの調

査。静岡はコミュニティアートの盛んな地域

であり、コミュニティダンスについても活発

な活動が認められる。その現れの一つとして

ダンス事業の公演を鑑賞し、関係者への聞き

取り調査を実施した。 

④ 東京都：NPO 法人 芸術家と子どもたち

によるASIASおよびPKT(パフォーマンスキ

ッズ東京)事業についての調査。ダンスを含む

アートによる子どもたちのコミュニケーシ

ョン能力を育成する事業であり、国内におけ

るコミュニケーション教育にダンスがどの

ように応用されるかを理解するために、関係



者への聞き取り調査とワークショップの観

察を実施した。 

⑤ 京都市：京都芸術センター主催のコミュ

ニティダンス事業「dance 4 all」の活動調査

とコミュニティダンスフェスティバル（2014

年実施）の調査を実施した。同フェスティバ

ル全国から公募で選ばれたコミュニティダ

ンスのグループが交流するという日本では

はじめての試みであった。本フェスティバル

は、札幌からパフォーマーとして参加したた

め、参与観察と記録分析を実施した。 

＜国外＞ 

⑥タイ：タイにおけるコミュニティシアター

を実践するマカンポン財団の調査。同財団は

タイにおいて現代演劇を 30 年以上続けてき

たリーディングカンパニーである。難民問題

や被災者支援など社会問題解決のツールと

して演劇表現を活用していることで知られ

る。そのワークショップの組み立てや方法論

を調査し、コミュニティダンスに応用する。 

⑦アメリカ：本研究の中心的な事例である札

幌市のコミュニティダンスに大きな影響を

与えた（リズ・ラーマン）ダンスエクスチェ

ンジについて、その基本理念やワークショッ

プの方法論について、参与観察と関係者への

聞き取り調査をもとに明らかにした。 

⑧イギリス：コミュニティダンスの先進国で

あるイギリスにおいて、養成機関（大学）の

調査を関係者への聞き取りを主に実施する

と共に、コミュニティダンスが社会問題解決

のためにどのように活用されているか、その

事例を観察・分析した。 

 

４．研究成果 

３の研究を踏まえて明らかになったことは、

日本におけるコミュニティダンス導入の背

景、実践と可能性である。また、日本のコミ

ュニティダンスの将来を展望する上で、海外

の事例の分析が有効であり、将来のコミュニ

ティダンスに対する社会の需要がおおよそ

見えてきた。最後に、主に札幌市での実践研

究を通じて得た知見を元に、コミュニティダ

ンスのワークショップを実践する方法論の

モデルケースとしてハンドブックを作成し、

より多くの人々がこの活動に参加してもら

えるような基盤づくりに貢献できたと考え

る。 

 

(１)日本におけるコミュニティダンス 

日本におけるコミュニティダンスの歴史は

浅く、21 世紀以降にはじまったと考えられる。

それは、主としてイギリス、アメリカなどコ

ミュニティダンスの先進国から、社会的機能

や有用性の概念とともに導入された。日本で

コミュニティダンスが認知されたのは、2008

年全国規模で開催されたコミュニティダン

スのフェスティバルがきっかけとなってい

ることが、調査から明らかになった。その後、

地域住民に対する公共ホールの新しい文化

事業として、コミュニティダンスが導入され

た。また、東日本大震災の影響から、人々の

コミュニティをもとめる声が高まり、その相

乗効果によってコミュニティダンスが日本

で広まりつつある。しかし、現段階では社会

的に認知された活動とはいえない。コミュニ

ティダンスが教育・福祉などの現場で有用で

あるということを、イギリスのように一般に

認知されるような社会構造が必要であり、そ

の基盤作りが求められている。 

(２)海外におけるコミュニティダンス 

海外、特に、コミュニティダンスという用語

が社会的に認知されているイギリスでは、教

育・福祉の現場でコミュニティダンスのアプ

ローチを用いることは至極あたり前のこと

になってきている。一般の人々を巻き込むダ

ンス事業への国の助成制度が確立している

ことがその理由とされる。１年間で、幼児か

ら高齢者を含む約480万人がコミュニティダ

ンス事業に参加したとの報告があり（2002 年

調べ）、約 6000 万人の人口を誇るイギリスに



おいて、コミュニティダンスがどれほど人々

の身近にあるかがわかる。国民の心身の健康

維持や、より豊かな生活（QOL の向上）促進

に寄与することだけでなく、例えば、治療の

一環としてコミュニティダンスが活用され

るなど、現代社会の課題解決に力を発揮しう

るということが、一般社会に知られていると

いう点がコミュニティダンス発展の鍵とな

っている。 

(３)コミュニティダンスのワークショップ

を企画・実践する方法論 

コミュニティダンスは、年齢・性別・国籍・

障がいの有無など様々な境界を越えて、あら

ゆる人が参加できるのが基本理念であり、そ

の理念に基づくダンス（ワークショップ）実

践を通じて、社会問題解決の糸口をつかむこ

とが可能になる。そのため、今後日本でもコ

ミュニティダンスの社会的需要は増すと予

想される。しかし、その社会的効果を鑑みれ

ば、実践が容易ではないことも同様に明らか

である。 

本研究の最終成果として、コミュニティダン

スのためのダンスワークショップのファシ

リテーションに関するハンドブックを作成

した。ハンドブックに掲載されているワーク

ショップの事例は札幌市で実際に行われた

ものの一部である。これらは、一定のきまっ

た振付や型通りに動かなければならない従

来のダンススタジオの手法とは異なり、如何

にして参加者が創造的でいられるか、同時に

他の参加者とそれを共有することができる

か、など、ダンスのコミュニケーションを豊

かにしたり、そのバリエーションを増やすよ

うな工夫が込められている。 
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